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①著書（単著,共著,分担執筆,翻訳）
・川初清典ら15名，井出幸二郎（分担執筆）：新版 生涯スポーツと運動の科学，運動エネルギー
と代謝，呼吸・循環と運動〜酸素運搬の仕組み〜，市村出版，8-12，25-35，2016.1.
・上田知行，相内俊一：ゆるゆる元気に「ゆる元体操」，特定非営利活動法人ソーシャルビジ
ネス推進センター，2016.1.
・川初清典ら15名，上田知行（分担執筆）：新版　生涯スポーツと運動の科学，Ⅲ部優れた生
涯スポーツの実践とQOLの向上　10章ウォーキング・ジョギング，13章生涯スポーツと地
域支援，市村出版，163-169，196-205，2016.3.
・大宮真一（分担執筆）：新版　生涯スポーツと運動の科学, 7章　健康なからだとうごきをつ
くる，市村出版， 85-94，2016.3.
・後藤俊ら14名，永谷稔（11番目）共著：バレーボールジュニアキャンプハンドブック2016第
30訂版，正文舎，担当 pp6-7，2016.7.20．
・川初清典ら15名，花井篤子：新版　生涯スポーツと運動の科学  12章　水と運動〜水泳，水
中運動，市村出版，180-195，2016.3.
・吉田真：第2章 安全な滑走のために. 第6節 競技スキーの安全対策. 2 フリースタイル競技の
安全対策, スキージャーナル株式会社, 日本スキー教程安全編, 55-57, 2016.11.
・吉田昌弘：Sports Therapy Seminar Series 10 膝関節疾患のリハビリテーションの科学的
基礎，NAP，編集担当「後十字靱帯・膝後外側構成体損傷」, 184-236，2016.9.
②原著論文（査読つき）
・青木康太朗，横山誠，粥川道子：キャンプにおける安全教育が参加者の危険認知能力の向
上に及ぼす効果に関する研究，公益社団法人日本キャンプ協会，キャンプ研究, 19, 21-28，
2016.2.15.
・Kozakai R, Ando F, Kim HY, Yuki A, Otsuka R and Shimokata H: Sex-differences in age-
related grip strength decline: a 10-year longitudinal study of community-living middle-
aged and older Japanese. Journal of Physical Fitness and Sports Medicine 5, 87-94, 2016.3.
・石原暢, 黒田裕太, 川上雄一, 水野眞佐夫. エリート女子ジュニアテニスプレーヤーにおける
シングルスゲーム時の認知機能と競技パフォーマンスの関係. スポーツパフォーマンス研究, 
8, 229-238, 2016．
・石原暢, 黒田裕太, 小松鴻佑, 水野眞佐夫. 大学バスケットボールプレーヤーにおけるトレー
ニング時の認知機能, 主観的疲労感, 主観的運動強度の変化がフリースロー成功率に与える
影響. スポーツパフォーマンス研究, 8, 239-251, 2016．
・近藤雄一郎, 竹田唯史 ：アルペンスキー回転競技におけるタイム分析－ 2016 Far East Cup
（Jisan）を対象として －,スキー研究，13(1), 49–57, 2016.12.
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・徳田真彦,伊原久美子,飯田輝,久田竜平,高橋宏斗,土屋祐睦：小中学生を対象としたキャン
プ活動が生きる力に及ぼす影響-性別、学校段階、キャンプ満足度に着目して-, 大阪体育学
研究, 54, 1-18, 2016.3.
・永谷稔：明治期における学校運動部活動の創成，北海学園大学大学院経営学研究科研究論集
14, 49-56, 2016,3.
・永谷稔：嘉納治五郎の学校運動部活動における思想と戦略－明治初期から戦前に着目して
－，経営哲学論集13-1, 108-112，2016.3.
③一般論文
・和史朗・松村美佳子・阿部達彦・瀧澤聡：スポーツ活動への参加が肢体不自由特別支援学校
の児童生徒とその家族の心理に及ぼす効果 : ゴロ野球チームへのアンケート調査を通して，
北翔大学生涯スポーツ学部研究紀要,7, 173-184, 2016.3.
・井出幸二郎，上田知行，小坂井留美，小田史郎，本多理紗，竹田唯史，増山尚美，竹内晶：
平成27年度月形健康づくり・体力づくり推進事業実施報告，北翔大学生涯スポーツ学部研究
紀要7, 17-22, 2016.3.
・上田知行，国枝知：S町における町民アンケート調査の結果から，北翔大学生涯スポーツ学
部研究紀要7, 35-40, 2016.3.
・大宮真一，晴山紫恵子，石井由依，増山尚美，竹田唯史，山本公輔：江別市における児童の
体力向上に関する研究（第13報）－Ａ小学校における「朝の運動遊び」でのジュニアリーダー
育成の試み－，北翔大学短期大学部研究紀要，54, 13-27, 2016.3.
・風間雅江, 本間美幸, 八巻貴穂：介護家族を対象としたセルフケア講座実践の試み,北翔大学
教育文化学部研究紀要, 45-53, 2016.1・佐藤至英：自閉症スペクトラム障がい児における「心
の理論」の学習可能性,北翔大学生涯スポーツ学部研究紀要, 7, pp135-142, 2016.3.
・小坂井留美, 永川ひとみ：北海道の在宅90歳以上高齢者における子ども時代の運動の発言特
性－ライフヒストリーを用いたテキストマイニングからの検討－, 北翔大学生涯スポーツ学
部研究紀要7, 213-222, 2016.3.
・佐藤至英：自閉症スペクトラム障がい児における「心の理論」の学習可能性,北翔大学生涯
スポーツ学部研究紀要,7, 135-142, 2016.3.
・杉岡品子：自然体験活動における健康管理について〜健康調査票の活用と個別面談の重要性
〜 , 北翔大学生涯スポーツ学部研究紀要,7, 23-33, 2016.3. 
・杉岡品子: 保育士養成課程における学生の子どもに対するイメージの変容について, 北翔大
学短期大学部研究紀要54, 103-111, 2016.3. 
・杉岡品子: 難病の子どもの医療ケア付き自然体験施設そらぷちキッズキャンプの活動につい
て, 北翔大学北方圏学術情報センター年報, 8, 89-95, 2016.10.
・杉岡品子: 保育士の保育相談支援に関する質的研究〜相談支援における困難性と専門性の深
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化のプロセス〜 , 九州女子大学研究紀要,53-1, 19-38, 2016.
・竹田唯史，石井由依，大宮真一，増山尚美，晴山紫恵子，山本公輔：江別市における児童の
体力向上に関する研究（第14報）－Ａ小学校における朝運動プログラムの実践と効果検証－，
北翔大学生涯スポーツ学部研究紀要,7, 1-16, 2016.3.
・竹田唯史, 杉岡品子, 吉澤正伸, 佐藤亮平, 近藤雄一郎, 森靖明 ： 教員養成課程大学における
保健体育科教育法の指導について, 北翔大学生涯スポーツ学部研究紀要,7, 41-56, 2016.3.
・瀧澤聡：特別支援教育の「自立活動」にシェルボーン・ムーブメントを導入するための予備
的検討，北翔大学教育文化学部研究紀要,1, 179-188, 2016.
・瀧澤聡, 阿部達彦, 和史朗：北海道の肢体不自由特別支援学校における教育内容・方法に関
する一考察 : 「自立活動」「医療的ケア」「動作法」の観点から，北翔大学生涯スポーツ学部
研究紀要,7, 157-171, 2016.3.
・瀧澤聡, 小野寺基史, 田中謙, 阿部達彦：シェルボーン・ムーブメントを機軸にした特別支援
教育における教育課程の構想 : 小学校にある発達障がい通級指導教室における実践経験をふ
まえて，北翔大学生涯スポーツ学部研究紀要,7, 143-156, 2016.3.
・田中謙・瀧澤聡：北海道における小学校「ことばの教室」の展開過程の特質 : 1960〜1970
年代に焦点を当てて，山梨県立大学人間福祉学部紀要,11, 1-16, 2016.3.
・高橋宏斗, 伊原久美子, 福田芳則, 池島明子, 徳田真彦：登山のストレッサーが大学性のスト
レスコーピングに及ぼす影響,大阪体育大学紀要,47, 153-165, 2016.2.
・永谷稔，工藤憲，南部展生：スポーツ系大学生に対するバレーボール技術の分析および効果
的指導法の提案について－バレーボール統計分析ソフトData Volley・Data Videoを活用し
て－，北翔大学生涯スポーツ学部研究紀要,7, 57-64, 2016.3.25．
・花井篤子，小林猛夫，中村恵，高屋敷亨子：北翔大学水泳授業におけるスポーツ専攻学生の
水泳能力と指導法，北翔大学生涯スポーツ学部研究紀要,7, 73-78, 2016.3.
・廣田修平，菊地はるひ：北海道で取り組まれたリズム体操に関する調査報告，北翔大学生涯
スポーツ学部研究紀要,7, 79-87, 2016.3.
・廣田修平, 川端茂夫：体操競技における〈両足旋回〉の指導事例に関する発生運動学的考察，
北翔大学生涯スポーツ学部研究紀要,7, 89-103, 2016.3.
・増山尚美・長谷川由樹：交流を主体とした「現代的なリズムのダンス」の学習モデルについ
て，北翔大学生涯スポーツ学部研究紀,7, 65-72, 2016.3.
・八巻貴穂：介護福祉専門職の仕事のやりがい感に影響を及ぼす要因〜施設介護員と訪問介護
員の比較による検討〜 , 北翔大学生涯スポーツ学部研究紀要,7, 223-233, 2016.3.
・関朋昭，石澤伸弘，横山茜理：スポーツ合宿の経済波及効果に関する研究
　－北海道内の3つの自治体との協働に基づいて－，北海道体育学研究 2016.
・吉田真，吉田昌弘：北翔大学におけるアスレティックトレーニング教育の意義と展望，北翔
大学生涯スポーツ学部紀要,7, 207-211, 2016.3.
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・吉澤正伸, 宮腰三幸 ： 体育授業における武道（柔道）の在り方, 北翔大学生涯スポーツ学部
研究紀要,7, 109-123, 2016.3.
④学会発表（口頭発表・ポスターセッション）
　青木康太朗，竹田唯史，粥川道子：雪を使った外遊びプログラム「スノーゲーム」の開発
と実践，関西野外活動ミーティング2016，大阪・大阪府立男女共同参画・青少年センター，
2016.2.28.
・Aoki,K, Yoshida,M，Tokuda,M, Takeda,T, : Study on the Physical and Psychological 
Effects of the Snow, The 2nd Asia-Pacific Conference on Coaching Science, Shanghai, 
China, 2016.11.
・阿部達彦，発達障害や精神的困難を抱える教員の学校運営面からの支援について（第１分科
会　発達障害のある学生の教職への可能性とその支援・発表②），全国私立大学教職課程研
究連絡協議会第36回研究大会, 京都, 京都精華大学, 2016.5.
・石井由依，竹田唯史，大宮真一，増山尚美：小学生の体力向上を目指した朝運動指導プログ
ラムとジュニアリーダー育成について　北海道E市A小学校における実践，日本体育学会　
第67回大会,大阪体育大学，2016.8.
・Ishii,Y, Takeda,T, Omiya,S, Mashiyama,N：Studies on improvement of physical fitness and 
education for Junior Leader by morning exercise at elementary school，2nd Asia-Pacific 
Conference on Coaching Science, 中国・上海，2016.11.13.
・石田浩之, 渡邉耕太, 吉田真: 2018平昌オリンピック日本選手団ドクターの立場から, 第27回
日本臨床スポーツ医学会学術集会（千葉県・幕張メッセ国際会議場）, 2016.11.6.
・上田知行：過疎市町村の運動による健康づくり活動促進プログラムの構築，第67回日本体育
学会，大阪体育大学，2016.8.
・上田知行，相内俊一：認知症（一次）予防の「政策課題化」-「認知症になりにくいまちづく
り宣言」への市町村の反応から-，第6回日本認知症予防学会，東北大学，2016.9.
・佐々木浩子，上田知行，小坂井留美，井出幸二郎，小田史郎，花井篤子，本間美幸，小田嶋
政子，相内俊一，本多理紗，沖田孝一：高年齢者における運動実施状況の違いによる健康状
態，睡眠と食品摂取状況，第71回日本体力医学会大会，岩手, 2016.9.
・大宮真一，中村宏之，北風沙織，伊丸岡亮太，重成敏史，松橋昌巳，吉田　真，吉田昌弘：
日本学生一流女子走幅跳選手における大学4年間の競技記録と垂直跳能力に関する事例的研
究，北海道体育学会第56回大会，酪農学園大学，2016.11.19.
・Omiya,S., Takeda, T., Mashiyama,N., Ishii,Y., Yamamoto,K., Hareyama, S. : Effects on 
vertical jump abilities of elementary students during programing play in the morning. 
Book of Abstracts, 21th Annual Congress of the European College of Sport Science, 
Vienna, Austria, 2016.7. 
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・梅田千尋，竹田唯史，近藤雄一郎，佐藤亮平，小野地柊，藤澤穂高：高等特別支援学校にお
けるハンドボールの指導実践，北海道体育学会第56回大会, 酪農大学, 2016.11.19.
・黒田裕太，石原暢，水野眞佐夫：大学生テニス選手における試合の総ゲーム数および脱水率
が主観的運動強度に与える影響，日本スポーツ栄養学会第3回大会，松山市総合コミュニテ
ィーセンター , 2016.7.
・黒田裕太，石原暢，水野眞佐夫：テニス試合時における身体活動強度および総ゲーム数と主
観的運動強度の関係の検討，第28回日本テニス学会，2016.6.
・黒田裕太，石原暢，柴田啓介：高強度活動後のグラウンドストローク精度の改良を目的とし
た練習方法の提案，第28回日本テニス学会，2016.6.
・黒田裕太，石原暢，水野眞佐夫：テニストレーニング開始前の糖質含有飲料摂取が認知機能
とサービス精度に与える影響，第71回日本体力医学会大会，2016.9.
・小坂井留美，上田知行，佐々木浩子，井出幸二郎，花井篤子，小田史郎，本間美幸，小田嶋
政子，本多理紗，相内俊一，沖田孝一：北海道在宅高年齢者における非運動実践と社会的孤
立との関連，第71回日本体力医学会大会，岩手, 2016.9.
・小坂井留美，上田知行，井出幸二郎，小田史郎，本多理紗，相内俊一: 北海道在宅高年齢者
における家族形態と活動能力との関連， 第17回日本健康支援学会, 名古屋， 2016.2.27.
・Kozakai, R，Ueda, T., Ide, K., Oda, S., Honda, R. and Aiuchi, T.: Living arrangement 
and change in participation in hobby activities among community-living older people in 
northern Japan, The 23rd Nordic Congress of Gerontology (Tampere), 2016.6.21.
・梅田千尋，竹田唯史，近藤雄一郎，佐藤亮平：高等特別支援学校におけるハンドボールの指
導実践，日本体育学会大会第67回大会, 大阪体育大学, 2016.8.
・佐藤亮平，近藤雄一郎，竹田唯史：中学校体育授業を対象としたサッカーの指導実践,日本
体育学会大会第67回大会, 大阪体育大学, 2016.8.
・Kondo,Y, Takeda,T: Research on Time Analysis in Slalom Race of Alpine Skiing 
Competition;Comparison between World’s Top Racers and Japanese Racers at men’s world 
cup slalom race held in Yuzawa Naeba. The7th International Congress on Science and 
Skiing. St. Christoph Austria, 2016.12.
・Takeda, T., Omiya, S., Mashiyama, N., Ishii, Y., Yamamoto, K.:Studies On Improvement of 
Physical Fitness by Morning Exercise at Elementary Students. Book of Abstracts, 21th 
Annual Congress of the European College of Sport Science, Vienna, Austria, 2016.7.
・Takeda,T, Kondo,Y, Yamamoto,K: Coaching ski and snowboard using GPS device. The 
2nd Asia-Pacific Conference on Coaching Science, Shanghai 2016,11.
・Takeda,T, Kondo,Y:Teaching Program of Skiing for elementary school teachers.The7th 
International Congress on Science and Skiing. St. Christoph Austria, 2016.12.
・Takeda,T, Yamamoto,K, Kondo,Y, Miyamoto,N, Morimoto,T:Measurement of ski and snow 
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board turns using two different GPS devicesThe7th International Congress on Science 
and Skiing. St. Christoph Austria, 2016.12.
・竹田唯史，近藤雄一郎，佐藤亮平：小学校教員の誰もが指導可能なスキー教授プログラムの
作成（第3報）─小学教員を対象とした指導実践について─,日本体育学会大会第67回大会, 
大阪体育大学, 2016.8.
・竹田唯史，近藤雄一郎：アルペンスキー回転競技におけるタイム分析─2016 FIS World 
Cup(Naeba)を対象として─, 日本体育学会大会第67回大会, 大阪体育大学, 2016.8.
・竹田唯史，近藤雄一郎，山本敬三，宮本直人，森本達郎：携帯型高精度GPS装置を利用し
たスキー・スノーボード滑降の測定─市販GPSとの比較─，第27回冬季スポーツ科学フォ
ーラム2016, 北翔大学, 2016.6.
・竹花樹菜，竹田唯史，近藤雄一郎，森靖明,増山尚美：中学生を対象とした現代的なリズム
のダンス指導について，北海道体育学会56回大会, 酪農大学, 2016.11.
・森靖明，堀川政彦，黒田祥嗣，森田有，佐藤亮平，小野地柊，近藤雄一郎，竹田唯史：高等
学校の保健体育授業におけるアクティブ・ラーニングの取組─生徒の課題発見を促すアプロ
ーチによる授業実践─，日本体育科教育学会第21回大会, 立命館大学, 2016.6.
・森靖明，堀川政彦，黒田祥嗣，森田有，佐藤亮平，小野地柊，近藤雄一郎，竹田唯史：高等
学校の体育の授業におけるアクティブ・ラーニングの取組－生徒の課題発見を促すアプロー
チによる授業実践－，北海道体育学会56回大会, 酪農大学, 2016.11.
・徳田真彦, 伊原久美子, 飯田輝, 久田竜平, 高橋宏斗：長期キャンプへの挑戦-「チャレンジキ
ャンプ2015〜リヤカーで小豆島一周110kmの旅〜」の事例から-, 関西野外活動ミーティン
グ2016, 大阪府立男女共同参画・青少年センター , 2015.2.
・徳田真彦, 伊原久美子, 飯田輝, 久田竜平, 高橋宏斗：チャレンジキャンプ2015〜リヤカーで
小豆島一周110kmの旅〜 , Camp Meeting in Japan2016, 国立オリンピック記念青少年総合
センター , 2016.6
・徳田真彦, 伊原久美子, 飯田輝, 久田竜平, 高橋宏斗：キャンプ活動が生きる力に及ぼす影響
-性別，学校段階，キャンプ満足度に着目して-, 日本野外教育学会第19回大会, 国立中央青少
年交流の家, 2016.10.
・Tokuda,M, Fukuda,Y：The Effect of Educational Camps on “Fundamental Competencies 
for Working Persons”-A longitudinal approach focusing on Continued participation-,The 
6th Asia Oceania Camping Congress, 国立オリンピック記念青少年総合センター , 2016.10.
・徳田真彦, 吉田昌弘, 青木康太朗, 吉田真, 竹田唯史：スノーゲームの開発-身体活動量，心
理的効果の側面から-, 北海道体育学会第56回大会, 酪農学園大学, 2016.11.
・Tokuda,M, Fukuda,Y：The effect of Educational camps in College students-Focusing on 
the Camp Experience-,The 2nd Asia-Pacific Conference on Coaching Science, 上海体育学院, 
2016.11.
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・永谷稔：学校運動部活動の創成期から現在の変遷について，日本体育・スポーツ経営学会第
39回大会，立命館大学，2016.3.14．
・永谷稔：北海道開催におけるＶプレミアリーグ観戦者特性について，日本バレーボール学会
第21回大会，明治学院大学，2016.3.20.
・Nagatani,M, Yokoyama,A, Ide,K：Comparison of physical fitness of children between two 
different areas of snow cold regions in Japan, 21st annual congress of the ECSS, Vienna, 
Austria, 2016.7.
・西村貴之：アンケート調査の結果からみる今日の通信制高校教育の現状と課題，日本社会教
育学会第63回研究大会, 弘前大学，2016.9.
・Hirota,S：Development of "Rhythm Exercises" for Improvement of Physical Fitness 
and Exercise Capability of Children in Hokkaido ，The 2nd Asia-Pacific Conference on 
Coaching Science，Shanghai University of Sport, Shanghai,China，2016.11.
・増山尚美・長谷川由樹：ダンス経験の少ない教員にも指導可能な「現代的なリズムのダンス」
の授業展開方法についてー足じゃんけんを手掛かりにー，日本体育科教育学会第21回大会（立
命館大学），2016.7.
・八巻貴穂, 小田史郎, 山本麻由美, 本間美幸, 吉田修大, 佐藤克之：自治体と連携した認知症
予防に関する教育・研究システムの構築にむけて，第6回日本認知症予防学会学術集会2016，
日本認知症予防学会，2016.9.
・Yamamoto K., Takeda T., Tsubokura M., Baleriola S., Onishi K.; Contribution of body 
segments to aerodynamic forces during takeoff in ski jumping. Book of Abstracts, 21th 
Annual Congress of the European College of Sport Science, Vienna, Austria, 2016.7.
・横山茜理, 永谷稔：子どもの体力向上を目指す北海道の取り組みE市における要因分析に着
目して，日本体育学会67回大会, 大阪体育大学，2016.8.
・Yokoyama,A., Nagatani,M. : The current status and challenges to improve physical 
strength and athletic ability of children in snow cold region in Japan, 13th European 
Association for Sociology of Sport Conference, Denmark, 2016.5
・吉田真，池田祐真，渡邉耕太，本村遼介，加藤拓也，廣田健斗，野村勇輝，千葉弘文，寺本
篤史，戸田創，河合誠: スキージャンプにおけるメディカルサポート, 第42回日本整形外科
スポーツ医学会学術集会, 札幌コンベンションセンター , 2016.9.16
・吉田真: スキーにおける医科学サポート「現場サポート トレーナーの立場から」, 第6回チー
ムドクター&トレーナーミーティング（千葉県・幕張メッセ国際会議場）, 2016.11.4
・Yoshida,M，Yoshida,M，Yamamoto,K, Takeda,T：Intra-rater reliabilities of ankle 
dorsiflexion strength evaluation using the original costumed device in weight bearing 
position，European College of Sport Science，Vienna, Austria，2016.7.
・Yoshida,M., Yoshida,M., Yamamoto,K., Takeda,T.; Intra-rater Reliabilities of Ankle 
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Dorsiflexion Strength Evaluation Using the Original Costumed Device in Weight Bearing 
Position. Book of Abstracts, 21th Annual Congress of the European College of Sport 
Science, Vienna, Austria, 2016.7.
⑤報告（研修報告）
・青木康太朗，粥川道子：平成27年度野外教育実習実践報告書，北翔大学野外教育研究会，監
修，2016.3.
・井出幸二郎，上田知行，小坂井留美，本田理沙，小田史郎，相内俊一：1年間の地域まるご
と元気アッププログラム参加が高齢者の認知機能に及ぼす影響，北翔大学北方圏生涯スポー
ツ研究センター年報,6, 51-53, 2015.10.
・竹田唯史, 山田雪花, 佐藤亮平, 梅田千尋，小野地柊，近藤雄一郎, 進藤省次郎: 体育授業に
おける教育内容・教材の順序構造とその構成方法について（5）:─学校体育における空手道に
おける自由組手の指導方法について─体育科教育学研究,32,1, 40, 2015.3.
・徳田真彦, 伊原久美子, 久田竜平, 高橋宏斗, 飯田輝：長期キャンプの意義を改めて考える-
「チャレンジキャンプ2015〜リヤカーで小豆島一周110kmの旅〜」の事例から-キャンプ研
究,19, 45-53, 2016.2.
⑥教育実践（ひらめき☆ときめき，出張講義，公開・市民講座，教育免許状更新講習，各教育
委員会主催各種教員研修，各種教育実践講演，その他）
・井出幸二郎：運動と認知症予防，黒松内町，北海道健康づくり財団，黒松内町保健福祉セン
ター，2016.3.
・井出幸二郎：高大連携事業，敏捷性を高めるトレーニング，岩見沢緑陵高校，2016.12.15
・上田知行：寿都町総合体育館活用イベント「あそび場」，寿都町教育委員会，寿都町，
2016.5-2017.2.
・上田知行：寿都町総合体育館活用プログラム「さわやか元気塾〜＜歩くを極める＞＜男の筋
トレ＞＜ぱわふる運動教室＞」，寿都町教育委員会，寿都町，2016.5-2017.3.
・上田知行：寿都町健康づくり支援プログラム「水中運動教室」，寿都町教育委員会，寿都町，
2016.3-12.
・上田知行：赤平市健康講演会，赤平市介護健康推進課，赤平市，2016.3.4.
・上田知行：積丹町特定保健指導初回面接，積丹町国民保険課，積丹町・積丹町総合文化セン
ター他，2017.3.14.
・上田知行：北海道介護予防推進フォーラム，北海道保健福祉部，札幌市かでる27，2016.3.16.
・上田知行：南後志ブロック高齢者交流会「豊かな日常生活を送るための健康づくり」，寿都
町教育委員会，寿都町，2016.6.14.
・上田知行：網走市健康プール活用健康づくり事業「水中運動指導者講習会」，網走市市民部
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健康管理課，網走市，2016.7.30-31.
・上田知行：函館市介護予防市民セミナー「65歳からの健康づくり今日から取り組む介護予
防」，函館市保健福祉部，函館市函館国際ホテル，2016.8.28.
・上田知行：鹿部町福祉ふれあい祭り「生涯元気ですごすためのからだの動かし方」，鹿部町
社会福祉協議会，鹿部町中央公民館，2016.10.1.
・上田知行：保健指導者研修会，全国健康保険協会北海道支部，札幌市エルプラザ，
2016.12.16.
・上田知行：後志ブロック商工会女性部員研修会，北海道後志管内商工会連合会，寿都町，
2016.6.19.
・大宮真一：「江別市中学陸上クリニック」実技講師，北海道体育文化協会主催，江別市立野
幌中学校2016.1.10，野幌運動公園総合体育館 2016.2.27.
・大宮真一：平成27年度体力向上先導的総合実践事業に係るアドバイザー「冬に鍛えるスポー
ツ教室」実技講師，利尻町教育委員会主催，利尻町総合体育館，2016.1.16.
・大宮真一：平成27年度体力向上パートナーシップ形成事業「体力向上プログラム研修会」実
技②「学校の実態に応じた運動プログラムについて」実技講師，北海道教育委員会主催，北
翔大学，2016.2.8.
・大宮真一：「指導者講習会」講演　走幅跳におけるパフォーマンス向上の視点〜平加有梨奈
のデータを事例として〜，北海道陸上競技協会主催，江別高校，2016.2.14.
・大宮真一：「走り方教室」実技講師，江別市教育委員会主催，江別市立第二小学校 2016.5.10，
江別市立中央小学校 2016.5.11，江別市立上江別小学校 2016.5.16.
・大宮真一：「走り方教室」実技講師，北海道体育文化協会主催，野幌運動公園陸上競技場，
2016.5.29.
・大宮真一：江別市教職員夏期セミナー「児童生徒への走り方指導」講義・実技講師，江別市
教育委員会主催，江別市立文京台小学校，2016.7.28. 
・大宮真一：平成28年度小学校体育実技講習会「陸上における走の運動指導」実技講師，北海
道教育委員会主催，浦河町立堺町小学校2016.8.9，苫小牧市立日新小学校2016.8.10，十勝合
同庁舎 2016.9.21.
・大宮真一，森健一，野村雅昭，島津勝己，ハニカット陽子：2016年度JAAFアスリート発掘
育成プロジェクトU16クリニック北海道会場　実技講師，日本陸上競技連盟主催，千歳市青
葉陸上競技場，2016.8.28.
・大宮真一：出張講義「スポーツを科学にとらえる」，静内高校，2016.11.8.
・大宮真一：体験授業「歩く・走る速度を測定しよう！〜光電管とレーザー速度測定器〜」恵
庭北高校，北翔大学，2016.12.15.
・粥川道子：札幌市夏季林間学校総括会議（オブザーバー），札幌市・札幌市教育委員会, 
2016.8.25.
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・粥川道子：北海道キャンプフェスタ2016，北海道キャンプ協会，札幌市・定山渓自然の村，
2016.10.6.
・粥川道子：キャンプディレクター2級養成講習会，キャンプマネジメント（講師），北海道キャ
ンプ協会，札幌市・青少年山の家，2016.11.5-6.
・黒田裕太：北海道テニス協会ジュニア強化事業，アスリートになるためには，八木整形外科，
2016.4.
・黒田裕太：高大連携事業，スポーツ栄養学-実態調査演習-，恵庭南高等学校，2016.8.
・黒田裕太：テニススクール合同合宿，アスリートとして活躍するために，2016.8.
・黒田裕太：北海道スキー連盟ジュニア強化合宿講義，アスリートの身体になるために，あし
べつ宿泊交流センター，2016.8.
・黒田裕太：北海道大学バスケットボール連盟フレッシュマンキャンプ講義，アスリートとし
て活躍するために，北海道科学大学，2016.8.
・黒田裕太：北海道スキー連盟ジュニア強化合宿講義，アスリートの身体になるために，あし
べつ宿泊交流センター，2016.9.
・黒田裕太：北海道スキー連盟主催北海道アルペンコーチセミナー，アスリートとして活躍す
るために，きたえーる，2016.10.
・黒田裕太：出張講義，アスリートのためのスポーツ栄養学，啓北商業高等学校，2016.11.
・黒田裕太：高大連携事業，アスリートのためのスポーツ栄養学，恵庭南高等学校，2016.11.
・黒田裕太：健康運動指導士免許更新講習，スポーツ栄養学から見たフレイル対策，北翔大学，
2016.11.
・黒田裕太：北海道大学バスケットボール連盟トレーニングキャンプ講義，アスリートの身体
になるために，東海大学札幌，2016.12.
・小坂井留美：出張講義「超高齢社会と運動 〜生涯スポーツ・健康科学の視点から〜」，株式
会社　北翔，江別市・野幌公民館，2016.2.18.
・小坂井留美：出張講義「福祉の仕事とその魅力」，札幌・丘珠高等学校，2016.6.15.
・小坂井留美：池田町シニアカレッジ遊ゆう大学（講演）「今日からできる健康づくりで，長
寿社会を元気に過ごそう！」，池田町教育委員会，池田市・池田町田園ホニル・オークプラザ，
2016.8.5.
・小坂井留美：体験授業「からだを支える筋肉・骨・脂肪 <身体組成学＞」，高大連携事業，
江別・北翔大学スポル，2016.8.29.
・小坂井留美：出張講義「超高齢社会と運動」，高大連携事業，留寿都町・留寿都高校，
2016.10.24.
・小坂井留美：フィンランド1日大学（講演）「フィンランドの家庭と子育て」，北海道フィン
ランド協会，札幌・かでる2・7　10F会議室，2016.11.3.
・晴山紫恵子，竹田唯史，増山尚美，大宮真一，山本公輔：平成28年度江別市児童生徒体力向
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上業務「江別市内における児童生徒の体力向上に関する実践的研究」，江別市教育委員会，
江別市立文京台小学校・大麻東小学校・対雁小学校・東野幌小学校.
・佐藤至英：北海道厚岸翔洋高等学校出張講義,モチベーションをいかに高めるか, 北海道厚
岸翔洋高等学校, 2016.8.25.
・佐藤至英：江別市立第三中学校体験授業，モチベーションをいかに高めるか,北翔大学, 
2016.11.1.
・佐藤至英：北海道豊富高等学校出張講義,モチベーションをいかに高めるか, 北海道豊富高
等学校, 2016.11.15.
・佐藤至英：北海道天塩高等学校出張講義,モチベーションをいかに高めるか, 北海道天塩高
等学校, 2016.12.6.
・佐藤至英：教員免許状更新講習, 特別支援教育の今，ABA（応用行動分析）の理論と実際-
子どもを理解する方法と対応-, 北翔大学, 2016.8.11.
・佐藤至英：北翔大学エクステンションセンター講座（前期）,セルフイメージを変える（全2回）,
北翔大学, 2016.5.21,6.18.
・佐藤至英：北翔大学エクステンションセンター講座（前期），「聖書」に学ぶ生きるヒント,
北翔大学, 2016.7.2.
・佐藤至英：北翔大学エクステンションセンター講座（後期）,セルフイメージを変える（全2回）,
北翔大学, 2016.10.18,11.5.
・佐藤至英：北翔大学エクステンションセンター講座（後期），「聖書」に学ぶ生きるヒント,
北翔大学, 2016.11.12.
・佐藤至英：ボランティア向け基礎講習, 江別市在宅福祉サービス公社日中一時支援事業セン
ターいきいき, 2016.6.24.
・竹田唯史・晴山紫恵子・大宮真一・増山尚美・山本公輔：江別市内における児童生徒の体
力向上に関する実践的調査研究，江別市教育委員会「体力向上実践研修会」,文京台小学校，
2016.7.
・竹田唯史：子どもの心と体の育ち，平成27年度教員免許状更新講習会，北翔大学，2015.8.
・徳田真彦：グループエンカウンター , 北海道札幌東稜高等学校, 札幌市・NTT北海道セミ
ナーセンタ, 2015.4.20.
・徳田真彦：体験授業,ASEプログラムの実践,名寄東中学校,2016.5.13.
・徳田真彦：4th WEAJ Annual Conference Workshop, Trip Planning, Wilderness Education 
Association Japan, 2016.6.26.
・徳田真彦：4th WEAJ Annual Conference Workshop, Research seminar, Wilderness  Education 
Association Japan, 2016.6.26.
・徳田真彦：札幌市夏季林間学校,札幌市教育委員会,滝野自然学園, 2015.7.27-29.
・徳田真彦：体験授業, ASEプログラムの実践,大曲中学校, 2016.8.24.
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・徳田真彦：体験授業, ASEプログラムの実践, 山鼻中学校, 2016.10.20.
・徳田真彦：出張講義, ASEプログラムの実践, 礼文高等学校, 2016.10.25.
・徳田真彦：出張講義, ASEプログラムの実践, 月形高等学校, 2016.11.4.
・徳田真彦：みなクルカップ,奈井江町健康ふれあい課,奈井江町・交流センターみなクル, 
2015.11.22.
・永谷稔：バレーボール教室，厚別体育館ジュニアバレーボール教室，2016.4.8-9.23全23回．
・永谷稔：体験授業，スポーツのマネジメント，網走第二中学校見学会，2016.8.23． 
・永谷稔：体験授業，東京オリンピックにみるスポーツのマネジメント，丘珠高等学校見学会，
2015.11.2．
・永谷稔：専門演習の学び，データバレーボールの実践，北翔大学高大連携事業（恵庭南高校），
2016.8.29.
・西村貴之：平成28年度教育免許状更新講習「国の教育施策や世界の教育の動向」「セクシュ
アル・マイノリティと学校教育」，北翔大学，2016.8.
・花井篤子：スポルクラブ，「アクアフィットネス教室」の講師，北方圏生涯スポーツ研究セ
ンター，2016.5-11.
・花井篤子：高大連携事業出張講義スポーツ科学入門　生涯スポーツ（水泳，水中運動）講義，
恵庭南高等学校，2016.6.21.
・花井篤子：体験授業「コーディネーショントレーニング」，北海道札幌あすかぜ高等学校，
2016.6.22.
・花井篤子：高大連携授業ゼミ講習「水泳水中運動，北海道恵庭南高等学校，2016.8.29.
・廣田修平：「スポーツ運動学」，北翔大学高大連携事業，恵庭南高校，2016,6,20.
・廣田修平：2016体操フェスティバルinほっかいどう，運営副委員長，北海道体操連盟，北
翔大学, 2016.11.13.
・増山尚美：湧別チャレンジスポーツスクール，湧別町総合体育館，，2016.11.5.
・増山尚美：千歳市運動教室 ｢みんなで遊んで元気up｣ , 千歳市体育協会， 千歳市, 千歳市ス
ポーツセンター , 2016.11.19.
・増山尚美：奈井江町子ども運動教室「キッズビクス」，奈井江町公民館，2016.1.10.
・増山尚美：北海道高等学校文化連盟第13回全道高等学校ボランティア研究大会分科会講師，
北海道札幌開成高等学校・市立札幌開成中等学校，2016.11.22.
・増山尚美：北海道教育委員会主催平成28年度武道（剣道・相撲）・ダンス講習会講師，函館
アリーナ，2016.11.30.
・増山尚美：湧別チャレンジスポーツスクール，湧別町総合体育館, 2016.11.5.
・増山尚美：千歳市運動教室 ｢みんなで遊んで元気up｣,千歳市体育協会，千歳市，千歳市スポー
ツセンター，2016.11.19.
・増山尚美：奈井江町子ども運動教室「キッズビクス」，奈井江町公民館，2016.1.10.
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・増山尚美：北海道高等学校文化連盟第13回全道高等学校ボランティア研究大会分科会講師，
北海道札幌開成高等学校・市立札幌開成中等学校，2016.11.22.
・増山尚美：北海道教育委員会主催平成28年度武道（剣道・相撲）・ダンス講習会講師，函館
アリーナ，2016.11.30.
・八巻貴穂：認知症とは何か〜その人らしくを支えるケアを考える, JA道央江別支店，江別
市・江別コミュニティーセンター，2016.4.8.
・横山茜理：「専門演習」北翔大学高大連携事業，恵庭南高校，2016.8.29.
・横山茜理：「スポーツ業界の職業・仕事について」　出張講義，札幌山の手高校, 2016.9.7.
・横山茜理：「スポーツ業界の職業・仕事について」　出張講義，江別高校, 2016.11.16.
・吉田真：傷害を予防する科学的な指導, 北海道教育庁, 平成27年度10年経験者研修（高等学
校）「道教委計画研修【Ⅱ期】」, 北翔大学, 2016.1.5.
・吉田真：スポーツ外傷・障害の予防, 北海道教育庁, 運動部活動指導の工夫・改善実践事業
における運動部活動指導者研修会, 北海道岩見沢緑陵高等学校, 2016.2.22.
・吉田真： オリンピック日本選手団でのサポート活動, 北海道理学療法士協会, 平成28年度第
17回スポーツ支援育成講習会, 札幌市産業振興センター , 2016.4.10.
・吉田真, 片寄正樹：第8回札幌アジア冬季競技大会 大会概要および医事サービス概要, 北海
道理学療法士協会, 第19回スポーツ支援育成講習会, 北海道立総合体育センター きたえーる, 
2016.7.
・吉田真：学校管理下における傷害発生の特徴と予防, 平成28年度 北翔大学免許更新講習, 北
翔大学, 2016.8.10.
・吉田真：学校現場におけるスポーツ外傷と障害, 第54回全国大学保健管理協会北海道地方部
会研究集会, ホテル札幌ガーデンパレス, 2016.8.19.
・吉田真：出張講義「成長期におけるスポーツ障害」，青森北高等学校, 2016.9.6.
・吉田昌弘：第3回 運動部活動指導者研修（講師）, アスレティックリハビリテーション, 北海
道教育委員会, 網走第3中学校, 2016.2.26.
・吉田昌弘：第12回Sports Physical Therapy Seminar（スポーツ理学療法セミナー）脊椎疾
患のリハビリテーションの科学的基（座長），（株） GLAB，横浜市教育会館, 2016.3.20.
・吉田昌弘：第27回冬季スポーツ科学フォーラム（シンポジスト）, 2017冬季アジア札幌大会に
向けて, 第27回冬季スポーツ科学フォーラム実行委員会, 北方圏学術情報センター PORTO
（ポルト）, 2016.6.25.
・吉田昌弘：第19回スポーツ支援育成講習会（講師）, 氷上競技における特徴的な障害及び対応
について『Short Track ショートトラック』, 北海道理学療法士協会, 2016.7.24.
・吉田昌弘：JPTSA北海道支部大会（講師）, スポーツ現場におけるトレーナーの役割〜学生
時代に準備すべきこと〜 , 北海道大学, 2016.8.27.
・吉田昌弘：出張講義「正しいトレーニングとは？」，北海道利尻高等学校, 2016.10.21.
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・吉田昌弘：出張講義「成長期におけるスポーツ障害」，北海道恵庭南高等学校, 2016.11.29.
⑦社会貢献・フィールド活動（各種審議会委員，オリンピックトレーニングトレーナー，医学
サポートチームスタッフ）
・本多理紗，井出幸二郎：「つきがた健康づくり・体力づくり推進事業　体力アップ　チャレ
ンジ教室」，スタッフ，2016.3.5. 
・本多理紗，井出幸二郎：「つきがた健康づくり・体力づくり推進事業　ヘルシーミーティン
グ」，スタッフ，2016.7.9.
・井出幸二郎：「つきがた健康づくり・体力づくり推進事業　体力アップ　チャレンジ教室 
ウォーキング大会」，スタッフ，20165.10.10.
・上田知行，竹田唯史，井出幸二郎，増山尚美：「つきがた健康づくり・体力づくり推進事業
　町民体力測定」，体力測定スタッフ，2016.6.12.
・上田知行：（NPO）日本健康運動指導士会北海道支部，理事・支部長，（NPO）日本健康運
動指導士会，2004.4〜現在.
・上田知行：（NPO）北海道水中運動協会，理事・事務局長，（NPO）北海道水中運動協会，
2003.4〜現在.
・上田知行：（NPO）ソーシャルビジネス推進センター，理事，（NPO）ソーシャルビジネス
推進センター，2012.5〜現在.
・上田知行：寿都町運動促進委員会，委員長，寿都町教育委員会，2015.3〜2016.3.
・上田知行：糖尿病等生活習病予防のための人材育成事業研修プログラム作成ワーキング委員
会，委員，北海道健康づくり財団，2016.9. 〜現在.
・大宮真一：北海道学生陸上競技連盟，評議員・強化コーチ，2009.4.1〜現在.
・大宮真一：日本陸上競技連盟，普及育成委員，2015.6. 〜現在.
・大宮真一：さっぽろ健康スポーツ財団・北翔大学協働事業「げんきキッズ」運営プロジェク
ト，2009.4.1〜現在.
・小田史郎，井出幸二郎：「つきがた健康づくり・体力づくり推進事業　体力アップ　チャレ
ンジ教室　ゴルポッカ」，スタッフ，2016.1.24. 
・粥川道子：国立日高青少年自然の家施設業務運営委員会，委員，独立行政法人国立青少年教
育振興機構国立日高青少年自然の家，2011.4〜現在.
・粥川道子：札幌市青少年山の家運営協議会，委員，公益財団法人さっぽろ青少年女性活動協
会（札幌市青少年山の家指定管理者），2015.4〜現在.
・粥川道子：北海道YMCAウェルネス委員会，委員，公益財団法人北海道YMCA，1992.6〜
現在.
・粥川道子：北海道YMCA評議委員会，委員，公益財団法人北海道YMCA，2015.6〜現在.
・粥川道子：北海道キャンプ協会，会長，北海道キャンプ協会， 2015.6〜現在.
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・粥川道子：NPO法人ネイチャープログラムデザイン，副理事長，NPO法人ネイチャープロ
グラムデザイン，2009.7〜現在.
・黒田裕太：北海道テニス協会強化本部ジュニア強化委員，副委員長，2014.4. 〜現在.
・黒田裕太：北海道テニス協会医科学委員，委員，2014.4〜現在.
・黒田裕太：日本栄養改善学会北海道支部，幹事，2016.4〜現在.
・黒田裕太：日本テニス学会，幹事，2016.6〜現在.
・小坂井留美：日本障がい者スポーツ協会医・科学・情報サポート事業，競技団体サポートス
タッフ，日本障がい者スポーツ協会/日本パラリンピック協会,　2016.4.1〜現在.
・小坂井留美：社会福祉法人　至誠ホーム，特任研究員，社会福祉法人　至誠ホーム, 2014.4.1
〜現在.
・小坂井留美：内部障害リハビリテーションフォーラム，実行委員，内部障害リハビリテーショ
ンフォーラム実行委員長, 2013.4.1〜現在.
・小坂井留美：あかびら・地域まるごと元気アッププログラム，講師・スタッフ，2012. 〜現在.
・小坂井留美：独立行政法人　国立長寿医療研究センター老年学・社会科学研究センター　
NILS-LSA活用研究室，客員研究員，独立行政法人　国立長寿医療研究センター , 2012.4.1〜
現在.
・佐藤至英：日本教育カウンセラー協会,理事,日本教育カウンセラー協会, 2013.4.1〜現在.
・佐藤至英：日本福祉心理学会,理事,日本福祉心理学会, 2013.4.1〜現在.
・佐藤至英：認定心理士資格認定委員会, 委員, 日本心理学会, 2012.10.1〜2016.10.31.
・佐藤至英：札幌市社会福祉士福祉審議会低所得者福祉専門分科会, 委員, 札幌市, 2013.4.1〜
現在.
・佐藤至英：札幌市まなびのサポート事業選定委員会, 委員, 札幌市, 2013.4.1〜現在.
・杉岡品子：一般財団法人江別市スポーツ振興財団評議員, 一般財団法人江別市スポーツ振興
財団, 2015.5〜現在, 江別市.
・杉岡品子：日本森田療法学会編集委員, 日本森田療法学会, 2015.6〜現在.
・杉岡品子：日本野外教育学会広報委員, 日本野外教育学会, 2015.9〜現在.
・竹田唯史：札幌市スポーツ振興基金助成選考委員会委員，2008.4〜現在.
・竹田唯史：日本スキー学会　理事　2000.4〜現在.
・竹田唯史：北海道体力向上連絡協議会　委員　2013.6. 〜現在.
・徳田真彦：Wilderness Education Association Japan 理事及びインストラクター ,Wilderness 
Education Association Japan, 2015.4〜現在.
・徳田真彦：北海道キャンプ協会広報委員会,北海道キャンプ協会 2016.4.1〜現在.
・西村貴之：平成28年度生活困窮世の子どもの健全育成推進会議，有識者委員，神奈川県北海
道体育学会，理事.
・永谷稔：日本バレーボール協会，強化委員，日本バレーボール協会.
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・永谷稔：日本オリンピック委員会，強化スタッフ（バレーボール），日本オリンピック委員会.
・永谷稔：日本アンチドーピング機構，ドーピングコントロールオフィサー，日本アンチドー
ピング機構.
・永谷稔：北海道バレーボール協会一貫指導委員会指導部副部長，強化部部員.
・永谷稔：北海道大学バレーボール連盟，常任理事，強化部員，指導普及部長，北海道大学バ
レーボール連盟.
・永谷稔：江別バレーボール協会，副理事長，江別バレーボール協会.
・花井篤子：札幌市保健福祉局，札幌市健康づくり推進協議会委員，2015.4〜現在.
・花井篤子：高齢者体力づくり支援士資格講習会講師，公益財団法人体力つくり指導協会，
2004.4〜現在.
・増山尚美：北海道女子体育連盟, 理事, 北海道女子体育連盟，1997.4〜現在.
・増山尚美：江別市スポーツ推進審議会, 副委員長, 江別市教育委員会，2011.9〜現在.
・増山尚美：北海道スポーツ推進審議会, 副委員長，北海道教育委員会，2011.11〜現在.
・増山尚美：江別市スポーツ合宿誘致推進協議会，会長，江別市教育委員会，2014.8〜現在.
・増山尚美：札幌市民芸術祭実行委員会，委員，札幌市民芸術祭実行委員会，2016.4.1〜現在. 
・八巻貴穂：第1回北海道地区高校生介護技術コンテスト，審査員，北海道福祉学校長会主催，
2016.8.23.
・八巻貴穂：介護福祉士国家試験，実地試験委員，公益財団法人社会福祉振興局・試験セン
ター，2016.3.4〜6.
・八巻貴穂：ぴあとぴあ17苦情解決サービス適正化委員会,第三者委員,社会福祉法人札肢会, 
2015〜現在.
・横山茜理：北海道大学バスケットボール連盟，理事，強化委員会，広報委員会，2014.5〜現在．
・横山茜理：全日本大学バスケットボール連盟，理事， 2016.4〜現在．
・横山茜理：北海道バスケットボール協会，委員，強化委員会，2016.4〜現在．
・横山茜理：日本バスケットボール協会，技術委員会・指導者育成委員会ワーキンググループ，
2016.6〜現在.
・横山茜理：北海道大学バスケットボール連盟，日本女子学生選抜バスケットボール大会，北
海道女子チーム，ヘッドコーチ，新潟大会，2016.7.
・横山茜理：北海道バスケットボール協会，第71回国民体育大会岩手希望郷国体，北海道成年
女子チーム，コーチ，岩手大会，2016.10.
・吉田真：日本オリンピック委員会情報・医・科学専門部会医学サポート部門，部門員, 日本
オリンピック委員会， 2008.1〜現在.
・吉田真：全日本スキー連盟 情報・医・科学部 医科学サポート委員会 トレーナー小委員会，
委員長，2014.8〜現在.
・吉田真：全日本スキー連盟 競技本部 NTC活用推進室，副室長，全日本スキー連盟，
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2015.11〜現在.
・吉田昌弘：ショートトラックワールドカップ第6戦（トレーナー帯同），日本スケート連盟，
ドルドレヒト, オランダ, 2016.2.9-2.16.
・吉田昌弘：ショートトラックワールドカップ第2戦（トレーナー帯同），日本スケート連盟，
ソルトレーク, アメリカ, 2016.11.7-11.15.
・吉田昌弘：日本スケート連盟ショートトラック医科学スタッフ（トレーナー），公益財団法
人日本スケート連盟，2010.9〜現在.
・吉田昌弘：日本スケート連盟医事委員会，トレーナー部会副部長，公益財団法人日本スケー
ト連盟，2015.7〜現在.
　吉田昌弘：公認AT北海道協議会理事，公認AT北海道協議会, 2016.4〜現在.
⑧受賞（学会優秀賞，奨励賞，その他）
・井出幸二郎，沖田孝一，服部正明：デサントスポーツ科学研究助成金，「若年成人30名を対
象に，高炭酸ガス吸入による血管拡張刺激に対する脳血管の拡張反応が，四肢の血管の硬度
や最大酸素摂取量を指標とした体力とどのような関係にあるかを検証する」，公益財団法人
石本記念デサントスポーツ科学振興財団．2016.3.
・黒田裕太：第28回日本テニス学会研究奨励賞受賞，2016.6.
・Kamei T，Kajii F, Yamamoto Y, Irie Y, Kozakai R, Sugimoto T, Chigira A and Niino N：
日本看護科学学会第15回学術論文優秀賞，Article first published online: 12 SEP 2014，
Effectiveness of a Home Hazard Modification Program for Reducing Falls in Urban 
Community-Dwelling Older Adults: A Randomized Controlled Trial. Japan Journal of 
Nursing Science，2016.12.10.
・徳田真彦：The Second Most Impressive Presentation(Camp Meeting in Japan 2016) ,公益
社団法人日本キャンプ協会, 2016.6.4.
・廣田修平：第48回全日本シニア体操競技選手権大会男子1部団体総合8位，東京体育館，
2016.10.15.
